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トレーディングカードに描かれた NBA プロバスケットボールプレイヤーが、まるでカードから

飛び出したかのように数々のシュートを放つ「NBA Top Shot」、７５億円で落札されたコラージ

ュ作品「Everydays – The First 5000Days」など、２０２０年頃から米国を中心に急速に拡大し

ている NFT（Non-Fungible Token、非代替性トークン）。２０１８年に４０億円であった市場規模

が２０２１年には３３８億円となるなど、今、世界で注目を浴びている。 

 

NFT はブロックチェーン技術を利用し、特定のデジタルデータに対して唯一無二のトークン ID

を割当て、データと保有者とを紐付ける技術である。この技術を駆使し、NFT をデジタルアート

作品に結び付けたものが「NFT アート」である。 

 

 

１．特徴 

（１）スマートコントラクト 

NFT の発行者が、NFT保有者に対する契約条件（利用条件）を結びつけることができるため、

デジタルアート作品が NFT に紐づけられた「NFT アート作品」が転々流通すれば、下流の譲受

人はその契約条件を遵守することになる。また、購入者情報等の取引履歴がブロックチェーン

上に記録される。 

したがって、例えば、NFT の譲渡ごとに譲渡額の〇％を発行者が受け取ることを契約条件に

設けると、「NFT アート作品」が A→B→Cと流通した場合、譲渡されるたびに発行者に手数料が

払われるという仕組みを構築することができる。このように、NFT 発行者と下流の譲受人との

間で個々に契約をせずとも、対価の還元など契約条件を譲受人に遵守させることが可能となる。 

・・・・・・・・・・・・・・・・（全 3 ページ）・・・・・・・・・・・・・・・・ 

※こちらの資料の詳細版をご希望の方はお気軽にご相談ください。 

 

２０２２年７月１日 

NFT デジタルアート 
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本内容についてご不明点・ご質問等がございましたら、下記の担当者まで遠慮なくお問い合わせ下さい。 

【 連絡先 】  

特許業務法人 HARAKENZO WORLD PATENT ＆ TRADEMARK 

 大阪法務部⾧ ：八谷 晃典（大阪本部在籍） 

 東京法務部⾧ ：石黒 智晴（東京本部在籍） 

 TEL（大阪）：０６‐６３５１‐４３８４（代表） 

 TEL（東京）：０３‐３４３３‐５８１０（代表） 

  

【免責事項】 

 当事務所は、本資料のコンテンツの正確性に努めておりますが、これを保証するものではありません。 

 当事務所は、本資料のご利用により生じた損害・損失について、一切の法的責任を負いません。 

【無断複製・転載禁止】 

本資料は著作権法で保護されています。無断複製や転載は固くお断りいたします。 

特許業務法人 HARAKENZO WORLD PATENT ＆ TRADEMARK,  All rights reserved. 

【弊所のウェブサイト・facebook・Twitter】 

 

 

弊所のウェブサイト・facebook・Twitter も、国内外の知的財産に係る有用な情報を随時情報発信

しております。是非ご参照下さい。 

 ＜弊所総合ウェブサイト＞ ：http://www.harakenzo.com 

 ＜商標専門サイト＞       ：http://trademark.ip-kenzo.com 

 ＜意匠専門サイト＞       ：http://design.ip-kenzo.com 

 ＜公式 facebook＞     ：https://www.facebook.com/HARAKENZO.Main 

 ＜公式 Twitter＞          ：https://twitter.com/HarakenzoT 

※facebook につきましては、ユーザ名「Harakenzo」で検索頂ければアクセス容易です。 


